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概要：本デモンストレーションでは，Symbiotic Realityの概念に基づき，街中に埋め込まれた様々なセン

サや，Webから得られるデータを蓄積・管理・提供する街情報プラットフォーム，およびそれを活用して

街の安全に関する情報の一元的な管理と幅広い利用を可能とするタウンマネージメント支援システムの一

部をデモする．本システムでは，街の安全に関する情報提供を，HMD(Head Mounted Display)などの先

進的なデバイスとの連携によって高度化し，より体感的にタウンマネージメントの判断を支援することで，

街の住みやすさの改善等に役立てることを目指す．

1. はじめに

スマートシティ・スマートタウンなどに代表される街の

機能的高度化に伴い，多様な住民が居住する街を，専任の

体制により横断的・総合的に調整しながら管理・運営し，広

範な問題解決や街の活性化・改善をはかる「タウンマネー

ジメント」の重要性がますます増加してきている．特に，

住民の生活に直接的にかかわる気象変動に対する機能や管

理体制の備え，危険個所の把握・周知，高齢化に伴う街中

の移動のしやすさの確保など，安全・安心な街づくりはタ

ウンマネージメントにおいては重要な要素である．

タウンマネージメントを ICTにより支援するタウンマ

ネージメント支援システムとしては，GIS情報，センサ情

報，危険情報などを組み合わせ，多角的かつリアルタイム

にマップ上に表示するハザードマップなどがある．しかし

ながら従来のシステムは特定の情報・データに特化したア

プリケーションとして構築されているため，街に関する多

様な形式，量，質の情報・データを一元的に管理しつつ，

適材適所で適切な様態での情報提供に限界があることが課

題であった．

そこで本研究では，この課題に対し，街に関する情報・

データの獲得・管理・提示をより高度かつ統一的に行う

「街情報プラットフォーム」を提案する．街情報プラット

フォームは，現実空間と仮想空間を高度に融合する技術で

ある Symbiotic Reality(SR)技術 [1]に基づき構成される．
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図 1 Symbiotic Reality の概念

街情報プラットフォームを中核とした支援システムにより，

安心・安全な街づくりに関する情報を，利用者のリクエス

トや利用形態に合わせた利用しやすい形態で提示する．ま

た，HMDやモーションセンサなどの先進的なデバイスと

の連携によってより現実感の高い体験型の情報提供を実現

することで，直感的に理解しやすいタウンマネージメント

支援に寄与する．

本デモンストレーションでは，特に仮想空間におけるタ

ウンマネージメント支援に焦点を当て，現在実装進めてい

るシステムの一部を体験してもらうことで，本システムの

目指している支援手法のイメージを体感してもらうことを

目的とする．

2. Symbiotic Reality

図 1に，本システムの設計における基本モデルとして利用

する Symbiotic Realityの概念を示す．Symbiotic Reality

とは，現実空間・仮想空間から利用者情報・環境情報を獲

得し，「共生空間」と呼ばれるモデルで空間上の状況を一

元的に管理することで，様々な空間でのサービス提供・情
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報提供・情報活用を促進する概念モデルである．サービス

や情報の提供に際して，各空間の特性を考慮し，利用者の

要求に合致したサービス・情報を，ARや 3Dなど，それ

ぞれの空間に合わせた表現方法で提示することが可能とな

る．また，利用者情報を活用することにより，各利用者に

適した情報を選択して提供することが可能である．

3. 街情報プラットフォーム

3.1 街情報プラットフォームの構成

安全・安心な街づくりに関連する各種情報の獲得・蓄

積・提示の高度化のため，本研究では SRに基づく街情報

プラットフォームと，それを中核としたタウンマネージメ

ント支援システムを構築する．

街情報プラットフォームの構成を図 2に示す．街情報プ

ラットフォームは街情報獲得基盤，街情報管理基盤，街情

報提示基盤の 3つの基盤から構成される．

街情報獲得基盤は，街に関する情報の収集を行うセンサ

や，webサービスなどの様々な情報源にアクセスすること

でタウンマネージメントに必要な情報を獲得するための基

盤である．

街情報管理基盤は，街情報獲得基盤にリクエストを行う

ことでタウンマネージメントに必要な情報を入手して地理

情報や時系列情報と関連付けながら，共生空間 (ここでは

データベースとして実現される)に蓄積・管理する．

また，シミュレーション機能により，必要に応じて共生

空間上の情報を用いた予測を行い，結果を共生空間へ反映

させる．

街情報提示基盤は，街情報管理基盤にアクセスして共生

空間の情報を入手し，利用者からの要求に応じて共生空間

提示機能により様々なデバイスを用いて情報の提示を行う．

3.2 タウンマネージメント支援のユースケース

街情報プラットフォームを利用して提供されるサービス

の具体例として，翌日に大雪が降ることが予想される場合

に，本タウンマネージメント支援システムが街の管理団体

職員 (以下管理者と略)に対して，大雪への対応の補助を行

う例を挙げる．

街情報獲得基盤が入手した翌日の天気情報の一部とし

て，降雪量の予測情報が街情報管理基盤に送られる．街情

報管理基盤は街中の各地点における降雪状況のシミュレー

ションや，蓄積された過去のデータに基づき，翌日の路面

状況を予測して共生空間へ反映させる．共生空間では街情

報提示基盤により 3D可視化のためのモデルリングが行わ

れ，管理者に対して HMDやディスプレー上に VR表現で

状況が提示さる．管理者はウォークスルーなどの体感によ

り，大雪による被害予測を具体的に知ることができ，雪か

きのスケジューリングや器具・機器の準備等の対応策を講

じやすくなる．
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図 2 街情報プラットフォームの設計

livedoor
Weather Hacks

netatmo
クラウドストレージ

環境センサ

街情報獲得基盤

街情報提示基盤

利用者

街情報プラットフォーム

街情報管理基盤

天候シミュレート機能
地理情報

天気・気温・湿度情報

マウス・キーボード

共生空間提示機能

ディスプレイ・HMD

図 3 現在のシステム構成

4. 実装

4.1 街情報獲得基盤・街情報管理基盤

本章では図 3に示す現在の街情報プラットフォームの実

装について説明する．本システムは，実証実験フィールド

である仙台市田子西地区のスマートタウン区画での使用を

想定し，街の 3Dモデルは同地区の地形図や建物配置をも

とに実物に近いモデルを構築した．

本デモシステムでは，本プラットフォームの動作例を示

すことにより，センサや webサービスから得た環境情報や

街の 3Dモデルを利用した地理情報から生成した街の安全

に関する情報の提示や，三次元の共生空間の情報提示にお

ける HMDの活用の実現可能性を示す．

街情報獲得基盤は気温・湿度・天気情報の 3つの情報を

収集する基盤として簡易的に構築を行った．気温・湿度
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図 4 仙台市田子西地区の 3Dモデルに基づく支援システムの俯瞰図

図 5 街中のウォークスルー時のシステムのスナップショット

の取得には環境センサである netatmo社製のウェザース

テーション [4]を利用した．ウェザーステーションは環境

から取得したセンサデータを一旦 netatmo社のクラウド

ストレージに送信するため，街情報獲得基盤はこのクラウ

ドストレージに対して気温・湿度のセンサ情報を要求する

HTTPリクエストを行うことでそれらの情報を入手する．

天気情報の取得には livedoor社の天気予報サービスである

Weather Hacks[5]を利用した．街情報獲得基盤はWeather

Hacksに対しても天気情報を要求するHTTPリクエストを

行い，天気情報の入手を行う．得られた気温・湿度・天気

の情報は街情報管理基盤からのリクエストに応じて送信さ

れる．街情報管理基盤では街情報獲得基盤にリクエストを

行い，気温・湿度・天気の情報を受信する．受信した情報

は基盤内の共生空間に地理情報と関連付けて記録される．

4.2 街情報提示基盤

街情報提示基盤では街情報管理基盤にリクエストを行

い，共生空間の情報を受信して可視化し，利用者に対して

情報の提示を行う．

街情報の提示に関して，街の 3Dモデルを利用し，Unity[6]

を用いて図 4に概観を示す街の一区画のウォークスルーを

行いながら情報の提示が行われるシステムを構築した．

三次元空間のウォークスルーにおける画面表示を図 5に

示す．画面上では，温度・湿度・天気の情報を表示するウィ

ンドウや，天候の変更や身長差による視界の差異の体験を

行う GUIボタンを設けた．基本的にはリアルタイムのセ

図 6 身長 170cm の住民視点での障害物付近の視界体験

図 7 身長 110cm の住民視点での障害物付近の視界体験

ンサ情報に基づき，数値データを表示したり，天候の表現

を反映している．天気の変更ボタンでは，日付を選択する

ことにより，街情報提示基盤は選択された日の天気情報を

街情報管理基盤から受信し，その天気に対応して天気の表

示を変化させる．表示できる天気は快晴・晴れ・曇り・雨・

大雨・雪・大雪となっており，図 8に示すような天候の変

化による街の様子の違いを確認することができる．視点の

変更機能は，ウォークスルーシステムでの動作を利用者の

身体的特性に合わせたり，異なる身体的特性を持つ人の視

界・動作の体験のために用いる．現在，実装している視点

は 170cmの身長の視点・110cmの身長の視点・車いすの視

点となっており，図 6や図 7に示す身長差による視界の違

いなどを体験できる他，車いすの視点では段差を乗り越え

る際の動作を簡易的に体験することが可能となっている．

街情報提示基盤の利用により，天気や体験したい視点と

いった情報が複合した形態での提供が可能となり，それぞ

れの情報を独立して提供した場合よりも効率的な情報提供

が行えると考えられる．

また，3D空間でのウォークスルーに際して，HMDの

一種である Oculus Rift[7]を導入した．視野全体への空間

の表示を行うことにより，ウォークスルーにおける現実感

の向上や，安全に関わる情報表示として，視界の端の様子

は認識しづらいという状況の再現が行われていることが

確認できた．また，映像表示が顔の動きに追従するという

Oculus Riftの特性により，左右確認や振り向きなど，安

全確認に関する動作を利用者が自然に行うことができると
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図 8 降雪時の道路の様子のシミュレーション

期待される．

5. おわりに

本デモンストレーションでは，Symbiotic Realityの概

念に基づく街情報プラットフォーム，およびそれを活用し

て街の安全に関する情報の一元的な管理と幅広い利用を可

能とするタウンマネージメント支援システムの一部をデモ

した．

今後は街情報プラットフォームに関して，多様な情報の

活用・提示を効率的に行うための構成の改良や，一元化し

た情報を複数の端末で利用する実用例の実現のために，街

情報獲得基盤・街情報管理基盤をサーバ，街情報提示基盤

をクライアントとしたサーバ・クライアント方式で稼働す

るシステムの構築を進めていく．また，提示可能な情報の

多様化や，ウォークスルーシステムの動作の最適化なども

進めていく．
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